
① 【林業】グラップルで掴んでいた木材が抜け落
ち、周囲にいた木材の計測作業者に落下した。
[肋骨骨折等] 

② 【製造業】機械内に詰まった材料を機械を停止
して取り除いた後に空回しした際、指を切断し
た。[切断] 

③ 【産業廃棄物処理業】フォークリフトのミラー
だけで後方確認してバックした際、後ろを横切
った歩行者に衝突した。[内出血等] 

④ 【建設業】キャタピラーがついた小型移動式ク
レーンを移動中、段差で傾いて横転し、足が下
敷きになった。 [足首骨折] 
 

今年度も、11月21日から「冬季死亡

災害ゼロ100日運動」が始まります。こ

の運動は平成9年度から毎年11月

21(22)日～2月28(29)日を期間とし

て展開しているもので、「死亡災害ゼロ」

を目標としています。 

死亡災害ゼロはできて当たり前であるべきことですが、残

念ながら、この一関監督署管内だけでも毎年のように死亡災

害が発生しています。死亡災害、自分は大丈夫だろうと思っ

ている人もいるかもしれませんが、身の回りには多くの危険

要因が潜在しています。特に、冬季になると普段の危険要因

に加えて冬季特有の危険要因も増えますので、これからの季

節は1年の中でも労働災害防止を重点的に取り組まなければ

いけない時期にもなります。自動車運転でのスリップ事故、 

歩行時の転倒災害、ストーブでの火災などの冬季特有の危険要因もあれば、寒さで体が硬直した中での不十

分な動作・行動による危険などもあります。 

労働災害を自分の身に降りかからないようにするには、まずはどのような危険が存在しているかを考える

ことです。職場として考えることも1つ（リスクアセスメント）、個人個人で考えることも1つ（危険予知）

です。個人の意識・行動、職場の意識・行動を強化させ、ひいては、地域一丸となって地域からの死亡災害

ゼロを目指しましょう。 

岩手県内では1月以降で23人が労働災害で亡くなっています。1ケ月で2人以上のペースです。昨年
は10月末で15人が亡くなっていたので今年は多発しています。昨年の10月は1人の死亡であったこ
とからも10月も死亡災害の発生に歯止めがかかりませんでした。 
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【運動期間：平成26年11月２1日～平成27年２月２８日】

第１号 

最近の一関監督署管内の主な災害事例！ 最近のトピックス

この資料（運動通信）は岩手労働局のホームページからもダウンロード可能です。 作成者：一関労働基準監督署（平成 26年 10月下旬作成） 

労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令及び労働安全衛生

規則等の一部を改正する省令の施行について  

平成26年9月24日付け基発0924第6号雇児発0924第7号 

≪内容≫ 平成26年11月1日から労働安全衛生法の関係法令

が改正され、新たに、①「ジメチル－２，２－ジクロロビニルホ

スフェイト(別名ＤＤＶＰ)、②「クロロホルム」、③「四塩化炭

素」、④「１，４－ジオキサン」、⑤「１，２－ジクロロエタン（別

名二塩化エチレン）」、⑥「ジクロロメタン（別名二塩化メチレ

ン）」、⑦「スチレン」、⑧「１，１，２，２－テトラクロロエタ

ン（別名四塩化アセチレン）」、⑨「テトラクロロエチレン（別名

パークロルエチレン）」、⑩「トリクロロエチレン」、⑪「メチル

イソブチルケトン」の11物質が「特定化学物質」となります。 
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冬季死亡災害ゼロ１００日運動・年別発生状況


